
『
武
家
不
断
枕
』
と
『
播
磨
椙
原
』

Ｉ
都
の
錦
の
赤
穂
義
士
伝
実
録
小
考
Ｉ

録
ｌ
」
（
「
国
語
国
文
薩
摩
路
」
第
五
十
六
号
、
平
成
二
十
四
年
三
月
）
に

譲
る
が
、
こ
の
書
を
「
童
女
の
為
に
文
義
通
じ
が
た
け
れ
ば
今
亦
平
話
を

や
つ
－
１
｜

一
心
』
｜

以
て
一
一
一
巻
に
略
し
」
た
の
が
宝
永
四
年
成
「
播
磨
椙
原
」
（
都
の
錦
）
で
あ

ヤ
ハ
ラ
ヶ

る
。
そ
の
伝
本
と
し
て
は
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
（
幕
末
の
転
写
本
。

原
本
の
成
立
は
宝
永
五
年
六
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
）
、
関
琢
磨
氏
旧
蔵
本

（
現
在
鹿
児
島
県
枕
崎
市
立
図
書
館
寄
託
。
都
の
錦
自
筆
本
。
成
立
は
宝
永

五
・
六
年
と
推
定
）
、
静
嘉
堂
文
庫
本
（
都
の
錦
自
筆
本
の
模
写
本
。
原
本

の
成
立
は
宝
永
六
年
五
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
）
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、

一
一
３
．
．

こ
の
度
、
新
た
に
宝
永
八
年
都
の
錦
自
華
本
を
大
阪
で
見
出
し
た
。

新
出
本
の
詳
細
や
「
播
磨
椙
原
」
諸
本
間
の
問
題
は
、
別
に
用
意
し
て

い
る
こ
の
書
の
翻
刻
の
解
題
（
高
橋
圭
一
・
山
本
卓
編
「
近
世
実
録
翻
刻

集
」
所
収
。
平
成
二
十
五
年
二
月
）
に
譲
り
、
本
稿
で
は
「
播
磨
椙
原
」

や
っ

と
は
「
武
家
不
断
枕
」
を
ど
の
よ
う
に
「
略
し
」
た
も
の
で
あ
る
の
か
に

ヤ
ハ
ラ
ケ

山
本
卓

5３

都
の
錦
は
、
西
鶴
以
降
の
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
「
逸
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
」
（
野
間
光
辰
氏
）
存
在
で
あ
る
。
浮
世
草
子
の
作
者
と
し
て
は
既

に
諸
氏
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
都
の
錦
の

真
骨
頂
は
、
舌
耕
者
と
し
て
あ
る
い
は
実
録
写
本
の
作
者
と
し
て
、
「
忠
臣

蔵
」
赤
穂
義
士
伝
の
形
成
に
多
大
な
る
足
跡
を
残
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
（
拙

著
「
舌
耕
・
香
本
・
出
版
と
近
世
小
説
」
平
成
二
十
二
年
、
清
文
堂
出
版
）
。

都
の
錦
作
の
赤
穂
義
士
伝
実
録
の
噛
矢
と
き
れ
る
の
は
、
現
在
知
ら
れ

て
い
る
諸
本
の
範
囲
で
は
、
こ
の
度
、
丹
羽
謙
治
氏
ご
発
見
の
宝
永
三
年

都
の
錦
序
「
武
家
不
断
枕
」
三
巻
合
一
冊
（
後
藤
正
兵
衛
写
）
で
あ
る
。

本
作
は
カ
タ
カ
ナ
本
の
実
録
写
本
で
あ
る
。
詳
し
く
は
同
氏
「
〈
翻
刻
〉
鹿

児
島
県
立
図
書
館
蔵
「
武
家
不
断
枕
」
ｌ
都
の
錦
の
初
期
赤
穂
義
士
伝
実
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相
違
点
の
第
一
は
『
武
家
不
断
枕
」
の
本
文
が
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
の
に

対
し
、
「
播
磨
椙
原
」
で
は
ひ
ら
が
な
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し
、
「
武
家
不
断
枕
」
の
カ
タ
カ
ナ
本
文
の
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
直
訳
的
に

ひ
ら
が
な
に
翻
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
具
体
相
を
窺
っ
て
い

（
４
）

く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
全
体
の
構
成
を
窺
う
た
め
章
立
て
を
対
比
す
る
。

つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
一

棚
義
士
盟
約
ノ
事

赤
棚
城
渡

章
立
て
に
お
い
て
は
、
概
ね
対
応
し
て
い
る
が
、
詳
し
く
見
る
と
そ
う
簡

単
で
は
な
い
。
「
播
磨
椙
原
」
は
「
武
家
不
断
枕
」
に
依
り
な
が
ら
も
原
本

に
必
ず
し
も
拘
泥
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
両
者
の
内
容
に
お
け
る
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
共
通
度
を
○
と
し
た
冒
頭
箇
所
を
一
例
と
し
て
見

て
み
よ
う
。
梗
概
（
一
部
原
文
）
を
示
す
と
、

一
吋
家
中
離
散
ノ
事

一
一
一
一
一
一

に
指
の
血
心
中
の
間

一一

畿

四
十
六
人
切
腹

刈
各
辞
世
歌
ノ
邪

付

落
挫
ノ
事

上
野
介
首
送

付
四
十
六
人
預
ケ
ニ
成
事

上
野
介
首
備
一
釦
墳
墓

付

上
野
介
鰻
後
ノ
事

義
士
夜
討

堀
部
氏
夢
想

側
蕊
士
泉
岳
寺
参
詣
之
事

大
石
父
子
川
小
野
寺
十
内
江
戸
二

下
ル
邪

制
赤
棚
牢
人
易
し
容
那

良
雄
偽
不
行
跡

（
万
代
に
残
ス
武
功
の
譜
）

今
は
命
を
お
し
む
物
世
の
恥

自
然
と
め
ぐ
る
因
果
の
車

夢
に
お
ど
ろ
く
暁
の
雪

都
の
塙
残
時
雨
の
涙
五
十
三
次

名
を
捨
て
徳
を
と
る
世
界

三
味
に
引
る
、
都
の
風
俗

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ △

△ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ △

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ △

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ △

付

赤
穂
城
騒
動
ノ
事

多
川
月
岡
江
戸
使

付

友
辺
久
光
女
房
之
事

間
喜
兵
術
ヵ
要
自
害

浅
野
大
学
柾
分
地
被
二
仰
付
一

竹
内
匠
酬
死
骸
送
那

洩
野
畏
矩
於
二
殿
中

意
趣
討
邪

武
家
不
断
枕

鑓
が
降
て
も
動
か
ぬ
大
石

一
日
の
恩
に
乳
母
が
命

恩
ひ
の
外
に
ぬ
る
、
は
袖

欲
は
非
業
の
媒

哀
れ
に
消
る
浅
野
の
露

播
磨
椙
原

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○○

○○

○ ○

狩

枕

締

大

共
通
度
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に
て
吉
良
は
、
大
勢
の
面
前
で
、

浅
野
の
や
り
ょ
う
が
万
端
疎
略

だ
と
罵
っ
た
。

式
当
日
は
御
馳
走
人
は
束
帯

で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
浅
野
は

指
貫
に
直
垂
で
伺
候
し
て
い

た
。
吉
良
は
大
目
付
衆
な
ど
の

而
前
で
浅
野
の
饗
応
が
総
じ
て

鹿
相
で
あ
る
と
礼
弾
し
た
。
恨

み
骨
髄
に
透
っ
た
浅
野
は
小
太

刀
で
吉
良
に
切
り
付
け
た
。
二

の
太
刀
に
及
ぶ
も
致
命
傷
に
は

至
ら
ず
二
の
丸
の
留
主
届
梶
川

与
三
兵
衛
に
組
み
留
め
ら
れ

る
。
浅
野
は
休
足
部
屋
へ
押
し

込
め
ら
れ
、
血
汚
れ
な
ど
を
改

め
、
式
は
遂
行
さ
れ
た
。
浅
野

は
田
村
右
京
太
夫
へ
預
け
ら

れ
、
吉
良
は
お
構
い
な
し
。

5５

の
体
が
鹿
相
だ
と
照
っ
た
。

式
当
日
は
御
馳
走
人
は
束
帯

で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
浅
野
は
指

貫
に
直
垂
で
伺
候
し
て
い
た
。

吉
良
は
老
中
以
下
の
面
前
で
浅

野
の
御
馳
走
の
風
情
が
鹿
相
で

あ
る
と
礼
弾
し
た
。
浅
野
は
恨

み
で
堪
忍
な
り
が
た
く
「
日
比

の
意
趣
覚
へ
つ
ら
ん
」
と
言
葉

を
発
し
小
刀
で
吉
良
に
切
り
付

け
た
。
二
の
太
刀
に
及
ぶ
も
致

命
傷
に
は
至
ら
ず
二
の
丸
の
留

主
届
梶
川
与
三
兵
術
に
組
み
留

め
ら
れ
る
。
浅
野
は
休
息
部
屋

へ
押
し
込
め
ら
れ
、
血
械
な
ど

を
改
め
、
式
は
遂
行
さ
れ
た
。

浅
野
は
田
村
右
京
太
夫
へ
預
け

ら
れ
、
吉
良
は
お
構
い
な
し
。

哀
れ
に
消
る
浅
野
の
露

浅
野
長
矩
於
巽
殿
中
一
意
趣
討
事
欲
は
非
業
の
媒

「
死
生
有
し
命
、
富
貴
在
し
天
」
「
憎
や
世
に
貧
者
と
だ
に
い
へ
ば

で
は
じ
ま
る
枕
に
続
き
、
元
禄
曽
我
殿
に
例
ふ
」
で
は
じ
ま
る

十
四
年
三
月
、
浅
野
長
矩
が
公
枕
に
続
き
、
浅
野
長
矩
が
勅
使

卿
御
馳
走
の
役
を
命
ぜ
ら
れ
る
の
御
馳
走
役
を
仰
付
け
ら
れ
る

前
後
が
述
べ
ら
れ
る
。
前
後
を
述
べ
る
。

吉
良
上
野
介
に
賂
を
す
べ
き
吉
良
上
野
介
に
賂
を
す
べ
き

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浅
野
の
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浅
野
の
性

へ
つ
△
つ
へ

癖
か
ら
賄
賂
な
ど
の
蝿
び
る
こ
癖
か
ら
幸
回
使
な
ど
の
蝿
る
こ
と

と
を
し
な
か
っ
た
。
た
め
に
吉
を
し
な
か
っ
た
。
た
め
に
吉
良

良
と
浅
野
の
両
氏
の
間
は
睦
ま
と
浅
野
は
睦
ま
じ
く
な
か
っ
た
。

し
く
な
く
な
っ
た
。
吉
良
は
浅
野
を
辱
め
よ
う
と

吉
良
は
浅
野
に
恥
辱
を
与
え
思
い
、
浅
野
か
ら
の
問
い
合
わ

て
意
霧
を
散
ぜ
よ
う
と
し
、
あ
せ
に
は
居
留
守
を
使
い
、
そ
の

る
時
は
浅
野
か
ら
の
問
い
合
わ
後
も
一
切
の
情
報
を
与
え
な
か

せ
を
無
視
し
て
、
そ
の
後
も
一
っ
た
。
そ
し
て
、
伝
奏
屋
敷
で

切
の
情
報
を
与
え
な
か
っ
た
。
の
場
而
に
て
吉
良
は
列
座
の

そ
の
後
、
伝
奏
屋
敷
で
の
場
面
人
々
の
而
前
で
浅
野
の
御
馳
走

武
家
不
断
枕

播
磨
椙
原



晩
景
、
浅
野
が
預
け
ら
れ
て

い
る
田
村
邸
に
大
目
付
庄
田
下

総
守
以
下
が
派
遣
さ
れ
、
浅
野

に
切
腹
を
命
ず
。
浅
野
は
遺
言

を
庄
田
に
託
す
。

サ
ラ
テ
タ
ニ
暮
行
春
ノ
散

イ
リ
ア
ィ

ガ
テ
ナ
ル
花
ノ
色
、
返
照

ノ
鐘
に
誘
来
ツ
テ
匂
イ
モ

イ
ト
、
ナ
ッ
カ
シ
ク
、
霞

ケ
ハ
イ
ィ
８
ン

タ
ナ
ヒ
ク
気
幸
迄
モ
最
艶

タ
ゾ
カ
レ

ナ
ル
黄
昏
一
一
空
ノ
名
残
モ

今
ヲ
限
リ
ト
思
ハ
レ
、
年

頃
和
歌
ノ
浦
波
二
思
ヒ
ヲ

ッ
ク
ハ

奇
テ
、
筑
葉
山
二
心
ヲ
ハ

コ
ビ
、
優
ニ
ヤ
サ
シ
キ
意

モ
ア
リ
ケ
レ
バ
、
辞
世
二
、

風
ニ
ウ
キ
花
ヨ
リ
モ
又イ

カ

我
ハ
猶
春
ノ
名
残
を
何

ニ
ト
カ
セ
ン

斯
テ
時
移
リ
テ
酉
ノ
下
勉

書
院
ノ
広
庭
二
台
ヲ
モ
フ

ケ
テ
、
畳
ヲ
重
ネ
、
其
上

ヒ
セ
ン

ニ
緋
既
ヲ
敷
、
内
匠
頭
座

二
著
テ
後
、
三
方
二
扇
子

ヲ
添
テ
出
ス
〔
大
体
切
腹

人
一
一
刀
ヲ
不
出
／
作
法

也
。
但
シ
事
二
可
依
ル
〕
・

介
錯
ハ
御
徒
目
附
磯
村
武

太
夫
ナ
リ
。
内
匠
頭
、
何

ナ
ル
所
存
ニ
ヤ
、
自
身
ノ

サ
シ
リ
ヨ
ウ

指
料
ニ
テ
介
錯
ア
ラ
レ
度

願
ナ
リ
。
依
し
之
、
望
二

任
セ
用
屋
之
二
、
長
矩
肌
ヲ

イ
ナ
ヤ

解
、
扇
二
手
ヲ
掛
ル
ト
否
、

卜
●
メ

首
ハ
前
二
落
ヌ
。
鴫
呼
留

ア
ン

セ
ヅ
舟
ユ
ィ
シ
ン
コ

得
ヌ
無
常
ノ
殺
鬼
□
口
己

夕
、

身
ヲ
襲
来
テ
、
行
年
識
一
一
一

十
二
、
甲
斐
ナ
キ
名
ノ
ミ

晩
景
、
浅
野
が
預
け
ら
れ
て

い
る
田
村
邸
に
大
目
付
庄
田
下

総
守
以
下
が
派
遣
さ
れ
、
浅
野

に
切
腹
を
命
ず
。
（
浅
野
は
遺
言

（
５
）

を
庄
田
に
託
す
）
、

さ
ら
ぬ
だ
に
く
れ
ゆ
く
春

の
ち
り
が
て
な
る
花
の

色
、
入
相
の
か
ね
に
さ
そ

ひ
来
り
て
、
匂
ひ
も
い

と
ｆ
な
つ
か
し
く
、
か
す

み
た
な
び
く
け
し
き
ま
で

も
い
と
艶
な
る
た
そ
か
れ

に
、
か
く
て
時
刻
う
つ
り

ぬ
と
検
使
の
人
／
、
し
き

り
に
最
期
を
い
そ
ぐ
も
よ

ふ
し
の
声
、
雲
ゐ
に
か
よ

ふ
心
ち
し
て
空
の
名
残
も

今
を
か
ぎ
り
と
思
は
れ
、

長
矩
日
ご
ろ
式
嶋
の
道
に

5６

心
を
か
け
て
浅
香
山
の
浅

か
ら
ぬ
志
し
優
に
や
さ
し

か
り
け
れ
ば
、
辞
世
に
よ

め
る
。

風
さ
そ
ふ
花
よ
り
も
又

わ
れ
は
猶
春
の
な
ご
り

を
い
か
に
と
か
せ
ん

す
で
に
時
う
つ
り
て
酉
の

下
刻
、
書
院
の
庭
に
台
を

も
ふ
け
畳
を
か
さ
ね
、
其

上
に
毛
既
を
敷
、
内
匠
頭

座
を
も
ふ
け
給
へ
ば
、
三

ン
方
に
扇
を
そ
へ
て
出
す
。

御
徒
目
付
磯
村
武
太
夫
介

錯
を
う
け
給
は
り
、
長
矩

扇
に
手
を
か
け
申
ス
と
い

な
や
そ
の
ま
、
首
を
打
を

と
す
。
や
が
て
首
を
右
の

三
方
に
の
せ
て
大
目
付
の



ア
ケ
ホ
ノ

曙
ノ
春
ノ
夢
ト
ソ
消
ニ

ケ
ル
。
ハ
カ
ナ
カ
リ
シ
最

後
也
。
ヤ
カ
テ
畳
紙
二
首

ヲ
ウ
ケ
、
右
ノ
三
方
二
減

テ
大
目
附
ノ
実
検
一
一
入
ル
。

死
骸
ヲ
ハ
白
小
袖
一
一
包
、

大
広
蓋
二
赦
、
首
ト
ト
モ

ニ
右
京
太
夫
力
家
来
二
持

セ
、
磯
村
武
太
夫
相
添
、

玄
関
エ
掻
出
ス
。

死
骸
は
弟
浅
野
大
学
に
引
き
取

ら
せ
る
。

天
和
年
中
に
稲
葉
侍
従
が
殿
中

で
堀
田
少
将
を
刺
殺
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
殿
中
で
刃
傷
沙

汰
を
起
こ
せ
ば
、
殺
さ
れ
る
と

い
う
前
例
で
あ
る
。
前
車
の
覆

る
の
を
見
て
、
後
車
の
誠
め
と

す
べ
き
で
あ
る
。

実
検
に
（
）
る
。
死
骸

ひ
ろ
ぷ
た

を
ぱ
大
広
蓋
に
の
せ
、
首

と
と
も
に
右
京
太
夫
の
家

来
に
も
た
せ
玄
関
へ
か
き

出
す
。

死
骸
は
弟
大
学
に
引
き
取
ら
せ

る
。

原
文
を
対
比
し
た
部
分
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
『
播
磨
椙
原
」
は
省
略
部
分

な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
カ
タ
カ
ナ
本
「
武
家
不
断
枕
」
に
沿
っ
て
ひ

ら
が
な
化
さ
れ
て
い
る
（
辞
世
の
件
は
後
述
す
る
）
。
し
か
し
、
梗
概
を
示

し
た
冒
頭
の
枕
（
導
入
部
）
か
ら
全
く
別
文
で
あ
る
。
「
武
家
不
断
枕
」
は

「
死
生
有
し
命
、
富
貴
在
し
天
、
官
位
俸
禄
無
随
レ
身
諸
従
不
同
命
、
天
一
一
時

ア
リ
、
地
一
一
財
ア
リ
、
能
人
卜
是
ヲ
共
ニ
ス
ル
モ
ノ
ハ
仁
ナ
リ
、
仁
ノ
在

所
天
下
帰
し
之
、
人
ノ
死
ヲ
赦
シ
、
人
ノ
難
ヲ
解
キ
、
人
ノ
憂
ヲ
救
上
、
人

ノ
急
ヲ
救
う
ハ
徳
ナ
リ
、
徳
ノ
在
所
天
下
帰
し
之
、
与
レ
人
憂
ヲ
同
シ
、
楽

ヲ
同
シ
、
好
ヲ
同
シ
、
悪
ヲ
同
フ
ス
ル
者
ハ
義
也
、
義
ノ
在
所
天
下
赴
レ

ニ
ク
・
〆

之
、
凡
人
死
悪
テ
生
ヲ
楽
ム
、
徳
ヲ
好
ン
テ
利
二
帰
ス
、
生
ヲ
能
シ
利
ヲ

一
一
．
、

能
ス
ル
者
ハ
道
ナ
リ
、
道
ノ
在
所
天
下
帰
し
之
、
干
し
越
明
君
則
道
体
レ
天

給
ヘ
ハ
四
海
帰
・
一
一
元
『
、
万
民
楽
二
四
時
一
常
二
堂
々
ノ
化
二
誇
テ
長
ニ

ハ
ゴ

観
々
ダ
ル
徳
ヲ
仰
□
、
干
支
ハ
薩
二
納
リ
テ
八
洲
二
伝
う
・
・
・
」
と
な
っ
て

い
る
。
「
死
生
有
し
命
、
窟
貴
在
し
天
、
」
と
論
語
（
顔
淵
）
で
は
じ
ま
り
、

以
下
、
天
地
・
仁
・
徳
・
義
・
生
死
・
道
・
天
下
を
論
じ
る
大
議
論
の
導

入
部
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
播
磨
椙
原
」
は
「
憎
や
世
に
貧
者
と
だ
に

た
と

み
め

い
へ
ぱ
曽
我
殿
に
例
ふ
。
し
か
あ
れ
ど
人
は
美
目
よ
り
心
と
か
や
。
其
幽
同

コ
マ
ン

我
兄
弟
が
心
ン
中
後
の
人
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
じ
。
そ
も
富
貴
に
し
て
錐
万

タ
カ
ラ
ツ
ム

い
を
し
』
ぜ
あ
ｆ

の
財
を
積
と
も
埋
れ
ぬ
名
を
長
き
世
に
残
さ
ま
ほ
し
き
を
、
五
百
年
余
り

此
か
た
銭
を
以
、
寓
士
に
く
ら
ぷ
る
者
は
い
く
た
り
も
有
べ
け
れ
ど
も
、

5７



よ
り
も
な
を
わ
れ
は
又
春
の
名
残
を
い
か
に
と
か
せ
む
」
（
日
本
思
想
大
系

「
近
世
武
家
思
想
」
）
と
小
異
す
る
も
の
の
記
載
を
見
る
。
当
時
の
確
実
な

史
実
を
あ
ら
わ
す
文
智
類
に
は
、
浅
野
の
辞
世
そ
の
も
の
の
記
録
が
な
い

、
、

ば
か
り
か
辞
世
を
詠
ん
だ
事
実
さ
え
記
赦
を
見
な
い
。
史
料
の
中
で
は
「
多

門
伝
八
郎
筆
記
」
の
み
の
単
独
情
報
な
の
で
あ
る
。
史
料
と
さ
れ
る
「
多

門
伝
八
郎
鉦
記
」
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
全
幅
の
信
頼
を
以
て
読
ん
で
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
多
門
の
記
述
に
虚
構
性
の
指
摘
は
あ
る
。
野
口
武
彦
氏

は
「
「
多
門
伝
八
郎
筆
記
」
の
記
述
そ
れ
自
体
が
、
史
料
と
し
て
扱
う
に
は

疑
惑
の
度
合
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
方
向
に
進
ん
で
ゆ
く
の
だ
。
あ
り
て
い

に
い
っ
て
、
同
書
は
、
せ
っ
か
く
の
客
観
的
事
実
を
伝
え
て
い
な
が
ら
そ

れ
を
ご
破
算
に
し
て
し
ま
う
壮
大
な
ホ
ラ
バ
ナ
シ
で
あ
る
。
」
「
「
多
門
伝
八

郎
筆
記
」
が
い
っ
書
か
れ
た
か
の
正
確
な
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら

く
赤
穂
浪
士
の
吉
良
邸
討
入
り
が
成
功
し
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
多
門

、
、
、

が
刃
傷
事
件
の
当
日
か
ら
内
匠
頭
び
い
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
れ
は
ま
た
幕
府
旗
本
の
多
く
の
心
情
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

討
入
り
成
功
の
た
め
に
ど
ん
ど
ん
増
幅
し
て
ゆ
き
、
自
分
が
い
か
に
最
初

か
ら
浅
野
内
匠
頭
に
同
情
し
、
肩
入
れ
し
て
い
た
か
と
い
う
自
己
劇
化
、

自
己
説
話
化
が
甚
だ
し
い
の
で
あ
る
。
」
（
「
忠
臣
蔵
ｌ
赤
穂
事
件
・
史
実
の

肉
声
」
・
一
九
九
四
・
筑
摩
書
房
）
と
さ
れ
る
。
多
門
の
実
体
験
で
な
い
と

す
れ
ば
、
討
入
り
成
功
後
、
こ
の
筆
記
を
記
し
た
多
門
が
世
に
広
ま
っ
て
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艶
』
ら

い
ま
だ
窟
を
す
て
、
義
を
立
る
人
を
聞
ず
。
あ
似
夢
の
外
の
算
用
か
更
に

つ

う
つ
、
と
も
恩
は
れ
ぬ
お
侍
の
口
回
覚
し
、
語
れ
ば
口
に
津
を
生
じ
、
き
け

ば
心
の
あ
き
ら
か
に
、
月
も
あ
か
し
の
播
磨
が
た
赤
穂
の
城
主
五
万
三
千

わ
づ
か
た
い

石
識
に
一
墜
の
塵
と
な
り
し
（
由
緒
を
）
そ
っ
と
尋
る
に
、
・
・
・
」
と
曾
我

や
つ

兄
弟
を
例
に
、
富
貴
と
名
（
声
）
を
対
比
し
て
具
体
的
に
述
べ
る
。
「
略

ヤ
ハ
ラ
ヶ

ー
レ
」
た
と
は
こ
れ
ほ
ど
に
大
胆
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

本
筋
に
つ
い
て
も
、
刃
傷
事
件
時
に
浅
野
が
吉
良
に
対
し
て
発
す
る
「
日

比
の
意
趣
覚
へ
つ
ら
ん
」
と
の
台
詞
は
「
播
磨
椙
原
」
に
し
か
な
い
。
逆

に
、
浅
野
の
願
い
に
よ
り
介
錯
を
自
身
の
指
料
で
行
わ
れ
た
こ
と
、
天
和

年
中
の
稲
葉
正
体
に
よ
る
大
老
堀
田
正
俊
に
対
す
る
殿
中
刃
傷
の
先
例
な

ど
は
「
武
家
不
断
枕
」
に
し
か
な
い
。

そ
し
て
何
よ
り
の
相
違
点
は
浅
野
の
辞
世
で
あ
る
。
一
首
の
初
句
が
「
風

ニ
ウ
キ
」
（
「
武
家
不
断
枕
」
）
・
「
風
さ
そ
ふ
」
（
「
播
磨
椙
原
」
）
と
異
な
る

の
で
あ
る
。
「
風
さ
そ
ふ
花
よ
り
も
又
わ
れ
は
猶
春
の
な
ご
り
を
い
か
に
と

か
せ
ん
」
は
「
播
磨
椙
原
』
だ
け
で
な
く
、
都
の
錦
の
赤
穂
義
士
伝
実
録

に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
赤
穂
精
義
内
侍
所
」
（
四
十
巻
二
十
冊
な
ど

巻
冊
不
定
・
中
村
幸
彦
氏
に
よ
る
と
明
和
七
年
序
）
な
ど
の
都
の
錦
以
降

の
作
者
の
手
に
な
る
義
士
伝
実
録
に
も
広
く
踏
襲
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一

方
、
史
実
と
し
て
浅
野
の
切
腹
に
立
ち
会
っ
た
切
腹
検
使
副
使
の
多
門
伝

八
郎
の
記
述
と
さ
れ
る
史
料
「
多
門
伝
八
郎
筆
記
」
に
は
「
風
さ
そ
ふ
花



さ
ら
に
特
徴
的
な
章
を
取
り
上
げ
た
い
。
「
武
家
不
断
枕
」
巻
中
「
良
雄

偽
不
行
跡
」
で
は
次
の
様
で
あ
る
。

大
石
内
蔵
肋
良
雄
、
智
謀
ハ
南
木
ノ
家
訓
ヲ
伝
へ
、
計
略
ハ
甲
陽
ノ

ク
ソ

ダ
シ

勇
鑑
ニ
哲
シ
、
元
来
思
慮
深
者
ナ
レ
ハ
、
態
ト
自
儒
者
ノ
真
似
ヲ
ナ

ユ
ク

シ
、
表
ニ
ハ
不
行
義
ノ
ョ
ウ
ー
ー
モ
テ
ナ
シ
、
酒
宴
遊
興
一
一
身
ヲ
委
ネ
、

親
類
縁
者
二
疎
々
敷
、
万
法
外
ニ
シ
テ
亡
君
ヲ
慕
旧
恩
ヲ
思
上
、
忠

義
ヲ
励
ス
志
ナ
ト
ト
ハ
存
シ
ョ
ラ
サ
ル
気
色
二
見
エ
ケ
ル
ニ
、
サ
リ

ト
モ
聞
シ
ニ
違
う
人
哉
、
昨
日
マ
テ
重
聞
シ
大
石
ノ
今
俄
二
軽
ク
ナ

ル
事
、
何
サ
マ
張
抜
力
、
又
ハ
浅
問
ノ
焼
石
カ
ト
誹
誇
ス
ル
人
多
カ

リ
キ
。
浩
ル
所
一
一
上
杉
弾
正
大
弼
ョ
リ
〔
上
杉
弾
正
ハ
吉
良
／
上
野

介
力
実
子
也
〕
大
石
力
心
中
ヲ
伺
ン
タ
メ
ニ
京
都
二
間
者
ヲ
上
テ
、

蜜
二
彼
力
行
跡
ヲ
検
分
セ
ラ
レ
シ
ニ
、
内
蔵
助
力
所
行
案
二
相
違
ナ

レ
ハ
、
上
杉
方
ニ
モ
間
者
ノ
申
所
二
安
堵
シ
テ
、
サ
モ
コ
ソ
ア
ル
ラ

メ
、
義
ハ
一
旦
ニ
シ
テ
終
二
志
ハ
遂
力
タ
キ
物
ヲ
卜
、
其
後
ハ
絶
テ

用
心
ノ
体
モ
ミ
ヘ
サ
リ
ケ
リ
。

こ
こ
で
大
石
は
上
杉
方
の
間
者
を
謀
る
た
め
「
酒
宴
遊
興
二
身
ヲ
委
ネ
、

異
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
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い
た
浅
野
の
辞
世
の
一
首
と
称
さ
れ
て
い
た
も
の
を
取
り
込
ん
で
記
述
し

た
も
の
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
浅

（
６
）

野
の
辞
世
は
、
実
録
作
者
の
創
作
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
武
家

不
断
枕
」
の
「
風
ニ
ウ
キ
」
と
い
う
初
句
は
他
に
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
当
時
、
類
似
の
も
の
が
浅
野
の
辞
世
と
称
し
て
口
承
あ
る
い

は
書
承
で
流
布
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
今
日
ま
で
伝

存
す
る
の
は
今
の
と
こ
ろ
都
の
錦
一
人
で
あ
る
。
「
風
ニ
ウ
キ
…
」
の
辞
世

は
都
の
錦
の
作
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
都
の
錦
自
身
が
「
播
磨
椙

原
」
以
降
に
「
風
さ
そ
ふ
」
と
添
削
推
鼓
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
丹
羽
氏
に
よ
る
「
武
家
不
断
枕
」
の
発
見
に
よ
り
、
「
風
さ
そ
ふ
…
」

と
い
う
広
く
知
ら
れ
る
浅
野
内
匠
頭
辞
世
の
実
作
者
と
し
て
、
義
士
伝
実

録
作
者
で
あ
り
、
舌
耕
者
で
あ
る
都
の
錦
を
、
そ
の
候
補
に
挙
げ
る
こ
と

は
許
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
先
述
の
よ
う
に
「
多
門
伝
八
郎
筆
記
」
で
は
二
句
目
・
三
句
目

は
都
の
錦
の
「
花
よ
り
も
又
わ
れ
は
猶
」
と
微
妙
に
相
違
す
る
。
「
又
」
と

「
猶
」
が
逆
転
し
て
い
る
が
、
こ
の
程
度
の
小
異
は
伝
播
の
過
程
で
変
形
す

る
も
の
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
辞
世
が
口
承
あ
る
い
は
書
承

で
伝
播
す
る
過
程
で
、
あ
る
い
は
「
多
門
伝
八
郎
筆
記
」
作
者
が
こ
れ
を

取
り
入
れ
る
過
程
で
変
形
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

話
は
戻
る
が
、
表
で
共
通
度
○
と
し
た
冒
頭
部
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
差



て
か
な
し
み
と
か
た
り
伝
ふ
も
世
話
ら
し
や
。
又
の
よ
る
せ
も
あ
ふ

坂
の
関
の
小
ま
ん
は
旭
山
が
よ
ひ
笠
を
結
ん
で
一
ト
お
ど
り
、
て
ん

手
拍
子
も
揃
ふ
た
と
う
た
ひ
ぞ
め
ひ
て
千
鳥
足
、
さ
ら
ば
と
い
ふ
て

帰
り
け
り
。
此
時
よ
り
も
か
よ
ひ
な
れ
柏
屋
か
よ
ひ
し
げ
ｊ
、
な
り
。

天
に
舌
な
し
人
を
以
、
い
は
す
る
な
ら
ひ
大
石
が
行
跡
野
も
な
く
、

。
↑
く

今
は
ひ
た
す
ら
色
欲
に
お
ぼ
れ
義
理
外
聞
も
わ
き
ま
へ
ず
、
主
の
仇

ぱ
か

を
も
打
わ
す
れ
破
家
を
尽
す
と
其
沙
汰
洛
中
に
ぱ
っ
と
か
く
れ
な
く１

と

悪
に
悪
を
付
て
そ
し
り
あ
ひ
、
さ
れ
ば
赤
穂
に
居
り
し
時
、
命
を
的

ざ
し
や
ば
り

に
か
け
は
し
の
城
を
渡
さ
ふ
渡
さ
じ
と
義
者
張
た
る
も
皆
偶
よ
・
忠

＆
は

義
も
口
に
て
は
い
は
る
慰
物
よ
・
誠
の
際
に
な
り
て
は
金
ン
鉄
も
か

な
ら
ず
腐
る
も
の
を
や
と
世
間
の
口
一
同
に
赤
穂
の
腰
ぬ
け
士
、
風

よ
し
た
か

下
に
も
い
や
と
笑
ひ
あ
へ
り
。
去
ル
程
に
大
石
内
蔵
助
良
雄
漢
の
韓

●
が
ケ
つ

信
が
千
人
の
股
を
く
ぎ
り
し
術
を
思
ひ
、
楠
が
赤
坂
に
て
似
せ
腹
切

た
る
謀
を
わ
き
ま
へ
、
能
ク
興
衰
の
連
を
考
へ
表
向
は
不
行
義
の
様

子
に
も
て
な
し
、
か
り
に
酒
食
の
ニ
ッ
に
た
は
ふ
れ
偽
て
狂
人
の
ご

て
か
け

と
く
ふ
る
ま
ひ
、
す
で
に
か
の
小
ま
ん
を
評
噸
出
し
妾
に
そ
な
へ
世
た

だ
か

る
其
仕
か
け
、
あ
、
智
略
よ
し
雄
は
人
も
（
記
オ
）
知
り
た
る
名
代

や
瞳

も
の
を
わ
ざ
と
も
と
む
る
士
心
し
家
暮
の
気
つ
か
ぬ
所
な
り
。
か
、
る

折
ふ
し
上
杉
方
よ
り
内
／
、
用
心
し
て
大
石
が
義
勢
を
伺
は
ん
と
思

し
の
び
の
も
の

い
ひ
、
間
者
を
四
五
人
の
ぼ
せ
て
ひ
そ
か
に
良
雄
が
行
跡
を
見
ン
分
ン

6０

親
類
縁
者
二
疎
々
敷
、
万
法
外
ニ
シ
テ
亡
君
ヲ
慕
旧
恩
ヲ
思
上
、
忠
義
ヲ

励
ス
志
ナ
ト
ト
ハ
存
シ
ョ
ラ
サ
ル
気
色
二
見
エ
ヶ
ル
ー
こ
と
描
写
さ
れ
る

ま
で
で
あ
る
。
入
れ
あ
げ
て
い
る
遊
女
の
名
も
出
ず
そ
の
濡
れ
場
の
場
面

な
ど
は
具
体
的
に
は
描
か
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
「
酒
宴
遊
興
一
一
身
ヲ
委
ネ
」

と
記
述
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
『
播
磨
椙
原
』
中
巻
「
三
味
に
引
る
、
都
の
風
俗
」
で
は

「
浅
野
殿
の
浪
人
」
「
小
野
寺
十
内
」
が
「
大
石
」
を
誘
い
、
「
祇
園
」
の

「
か
し
わ
屋
」
へ
行
き
、
名
碕
い
「
小
ま
ん
の
君
」
を
「
ち
よ
と
借
ふ
は
と

く
わ
し
や

い
ひ
け
れ
ば
、
花
車
は
っ
た
り
と
手
を
打
て
、
」
小
ま
ん
の
全
盛
ぶ
り
を
麺
叩

る
。
そ
こ
で
二
人
は
小
ま
ん
を
諦
め
酒
を
飲
み
か
け
る
と
、
好
か
ぬ
客
を

振
っ
た
と
い
っ
て
小
ま
ん
が
か
し
わ
屋
へ
帰
っ
て
来
た
。

も
つ
け
て
う
昭
う

物
怪
調
法
の
内
に
も
か
う
し
た
大
尽
さ
ま
お
ふ
た
り
あ
れ
に
ま
し
ま

す
ぞ
。
出
て
お
酌
を
仕
れ
と
花
車
が
手
引
に
う
か
れ
立
、
三
ン
国
一

じ
ゃ
酒
に
な
り
す
ま
い
た
し
や
ん
／
、
。
し
ゃ
ん
と
し
た
る
あ
い
さ

え
鰹

あ
だ
し
の

つ
は
聞
及
び
し
に
い
や
ま
さ
り
、
か
た
じ
け
涙
の
枝
折
か
明
日
化
野

う
ぬ

の
露
と
き
へ
け
ふ
り
と
な
ら
ば
奴
次
第
。
い
っ
そ
殺
せ
と
た
は
ふ
れ

て
お
さ
へ
さ
は
り
の
酒
の
色
、
赤
穂
を
出
て
此
か
た
に
か
、
る
楽
千

年
も
よ
は
ひ
を
の
ば
す
不
老
不
死
、
又
あ
る
べ
き
と
恩
ひ
き
や
命
也

わ
ん

熟
ひ
と
こ

け
り
小
夜
の
中
椀
是
な
り
と
、
盃
替
て
酔
心
床
を
ま
つ
間
も
有
明
ヶ

警
ら
な
く
こ
ゑ

の
月
落
鳥
の
鳴
声
に
お
ど
ろ
く
に
て
は
な
け
れ
ど
も
、
た
の
し
み
尽



こ
の
場
を
借
り
て
、
前
稿
の
訂
正
を
し
て
お
き
た
い
。
拙
稿
「
都
の
錦

と
「
播
磨
椙
原
」
新
出
本
」
（
「
大
阪
春
秋
」
一
四
五
号
）
に
お
い
て
、
流

刑
を
赦
さ
れ
て
上
方
に
戻
っ
て
来
た
都
の
錦
の
手
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て

い
た
宝
永
八
年
正
月
刊
「
新
鑑
草
』
（
京
岡
本
半
七
・
江
戸
升
屋
五
郎
右
術

言
ｆ
〉

「
播
磨
椙
原
」
が
浮
世
草
子
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

都
の
錦
作
の
赤
穂
義
士
伝
実
録
諸
作
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
範
囲
で

は
、
『
武
家
不
断
枕
」
（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
本
）
が
最
も
古
態
を
示

や
つ

し
、
そ
れ
を
略
し
た
も
の
と
し
て
「
播
磨
椙
原
』
が
生
み
出
さ
れ
、
ま
た

ヤ
ハ
ラ
ヶ

「
武
家
不
断
枕
」
の
系
統
に
戻
っ
て
生
長
し
た
『
武
道
穐
寝
覚
』
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
ら
は
同
名
の
作
品
で
も
制
作
年
に
よ
っ
て
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

現
在
は
所
在
を
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
武
家
不
断
枕
』
三
巻
に
は
『
同

増
補
』
四
巻
．
『
同
大
全
」
五
巻
．
「
同
評
判
」
五
巻
．
「
同
綱
目
」
六
巻
．

（
⑪
⑥
』

「
同
参
考
」
十
巻
、
更
に
「
赤
穂
評
儀
伝
」
一
一
巻
な
ど
の
予
告
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
都
の
錦
は
い
ろ
い
ろ
の
試
み
を
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し

て
更
に
発
展
し
た
正
徳
四
年
成
立
の
「
内
侍
所
』
が
、
作
品
と
し
て
の
櫛

造
性
を
有
し
、
序
・
統
論
な
ど
を
備
え
る
都
の
錦
の
決
定
稿
と
い
う
こ
と

に
な
る
（
前
掲
・
拙
著
）
。

四
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さ
せ
ら
れ
し
に
、
内
蔵
助
が
ふ
る
ま
ひ
見
る
と
聞
ク
と
は
大
に
違
ひ

ら
く
あ
ぞ

此
ご
ろ
は
茶
屋
女
を
抱
へ
楽
遊
び
を
専
に
す
る
ゆ
へ

「
上
杉
方
に
も
安
堵
し
て
、
」
「
其
後
は
絶
て
用
心
ン
の
体
も
見
へ
ざ
り

け
り
。
」

祇
園
の
柏
屋
の
小
ま
ん
と
い
う
具
体
的
な
名
を
明
示
し
て
、
小
ま
ん
の
全

盛
ぶ
り
と
大
石
と
の
出
合
か
ら
懇
ろ
と
な
っ
て
の
口
舌
な
ど
を
描
き
、
廓

場
の
和
事
を
坊
桃
と
さ
せ
る
。
更
に
身
請
け
に
ま
で
至
る
の
だ
が
、
実
は

敵
方
を
油
断
さ
せ
る
た
め
の
大
石
の
智
略
で
あ
っ
た
と
す
る
。
の
ち
の
「
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
」
（
寛
延
元
年
初
演
）
七
段
目
で
お
軽
に
形
象
さ
れ
る
大
石

の
濡
れ
場
の
原
初
的
な
出
現
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
演
劇
史
を
た
ど
れ
ば
、

「
忠
臣
金
短
冊
」
（
享
保
十
七
年
初
演
）
で
は
大
石
が
島
原
で
遊
興
す
る
し
、

浮
世
草
子
に
目
を
転
ず
れ
ば
「
け
い
せ
い
伝
授
紙
子
』
（
宝
永
七
年
刊
）
で

は
、
大
石
が
島
原
で
太
夫
の
尚
橋
に
か
か
る
。
都
の
錦
は
、
そ
れ
ら
よ
り

は
や
く
宝
永
四
年
の
時
点
で
赤
穂
義
士
伝
実
録
の
中
で
大
石
の
濡
れ
場
を

演
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
種
本
の
「
武
家
不
断
枕
」
か
ら
は
は
な
は
だ

し
い
増
幅
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
そ
れ
が
後
々
ま
で
継
承
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
都
の
錦
の
後
継
作
「
武
道
穐
寝
梼
些
（
正
徳
二
年
成
立
か
）
で
は
、

ま
た
「
武
家
不
断
枕
」
の
よ
う
な
記
述
に
戻
り
、
都
の
錦
の
決
定
稿
と
も

い
う
べ
き
「
内
侍
所
」
に
は
「
武
家
不
断
枕
」
が
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
章
の
よ
う
に
都
の
風
俗
や
大
石
の
濡
れ
場
を
描
く
と
こ
ろ
が
、



し
て
お
き
た
い
。

6２

新出本「播磨椙原』巻末（大阪市立中央図書館蔵）

門
版
）
の
仮
名
序
を
、
別
人
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
そ
れ
は

こ
の
度
新
出
の
『
播
磨
椙
原
』
が
薩
摩
の
鹿
龍
金
山
に
お
い
て
宝
永
八
年

三
月
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
若
木
太
一
氏

よ
り
、
『
新
鑑
草
』
の
仮
名
序
は
や
は
り
都
の
錦
の
手
に
な
る
と
ご
垂
教
た

ま
わ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
寵
永
七
年
秋
・
冬
ご
ろ
に
『
新
鑑
草
』
の
仮

名
序
を
上
方
（
京
都
）
で
認
め
、
翌
八
年
三
月
に
は
薩
摩
の
国
鹿
補
金
山

を
訪
問
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
上
方
（
京

都
）
か
ら
薩
摩
（
鹿
龍
）
へ
の
移
動
は
時
間
的
に
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

薩
摩
訪
問
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
し
か
い
え
な
い
が
、
金
山
で
篤

く
処
遇
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
参
り
・
表
敬
訪
問
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

ゆ
え
に
、
宝
永
六
年
ご
ろ
流
罪
を
赦
さ
れ
て
京
都
へ
も
ど
っ
た
都
の
錦

は
宝
永
七
年
秋
・
冬
ご
ろ
京
岡
本
半
七
・
江
戸
升
屋
五
郎
右
衛
門
版
の
『
新

鑑
草
』
（
明
和
八
年
正
〃
刊
）
の
仮
塙
序
を
も
の
し
、
そ
の
後
、
陸
路
あ
る

い
は
海
路
で
、
薩
廉
の
国
鹿
椛
金
山
を
榔
訪
し
、
宝
永
八
年
三
月
に
『
播

磨
椙
原
』
を
写
（
箸
）
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
正
徳
二
年
（
宝
永

な
ら
九
年
に
相
当
す
る
）
三
月
刊
の
京
版
『
当
世
智
恵
鑑
』
を
著
作
し
て

い
る
事
実
か
ら
考
え
て
、
都
の
錦
は
そ
う
長
居
も
せ
ず
、
そ
の
年
の
秋
・

冬
ご
ろ
ま
で
に
は
上
方
に
戻
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
訂
正



〔
注
〕

（
１
）
「
播
磨
椙
原
」
静
嘉
堂
文
庫
本
の
序
文
に
よ
る
。

（
２
）
「
播
磨
椙
原
」
の
成
立
年
の
推
定
は
若
木
太
一
氏
「
都
の
錦
『
播
磨

椙
原
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
江
戸
時
代
文
学
誌
一
号
・
昭
和
五
十
五
年
十
二

月
）
に
よ
る
。

（
３
）
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
新
収
本
。
新
出
か
ら
寄
贈
ま
で
の
い
き
さ

つ
は
「
大
阪
春
秋
」
一
四
五
号
（
平
成
二
十
四
年
一
月
）
に
「
剛
年
ぶ

り
に
自
箪
本
発
見
！
そ
の
名
は
「
都
の
錦
」
～
大
阪
生
ま
れ
の
元
禄
浮

世
草
子
作
者
の
謎
を
探
る
～
」
と
題
し
て
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。
特

集
の
中
に
は
拙
稿
「
都
の
錦
と
「
播
磨
椙
原
」
新
出
本
」
も
所
収
す
る
。

新
出
本
の
詳
細
は
同
稿
、
ま
た
は
後
掲
の
解
題
・
翻
刻
を
ご
覧
い
た
だ

殻
）
「
武
家
不
断
枕
」
は
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
が
唯
一
の
現
存
す
る
伝

本
で
あ
る
。
引
用
は
丹
羽
氏
の
翻
刻
に
よ
る
。
「
播
磨
椙
原
』
の
章
題
は

原
則
と
し
て
新
出
本
（
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
が
、
関
本

（
枕
崎
市
）
に
し
か
な
い
章
は
、
若
木
太
一
氏
注
２
前
掲
稿
の
翻
刻
に
よ

り
、
（
）
を
付
し
た
。
共
通
度
の
項
で
「
播
磨
椙
原
」
諸
本
は
東
北
大

学
狩
野
文
庫
本
を
狩
と
略
し
、
関
氏
旧
蔵
枕
崎
市
本
は
枕
と
し
、
静
嘉

堂
文
庫
本
を
静
と
し
、
新
出
の
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
本
を
大
と
略
記

し
た
。

（
５
）
（
）
の
部
分
は
、
新
出
の
大
阪
市
本
に
は
見
え
な
い
。

（
６
）
こ
の
「
多
門
伝
八
郎
筆
記
』
の
作
者
を
多
門
に
限
定
し
な
い
方
が

よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
は
一
応
多
門
自
身
が
事
件
か
ら
遥
か
後

に
、
自
己
劇
化
・
自
己
説
話
化
し
て
記
述
し
た
も
の
と
し
て
お
く
。

（
７
）
浮
世
草
子
風
の
章
題
・
副
題
を
つ
け
る
と
こ
ろ
も
そ
う
で
あ
る
。

（
８
）
「
播
磨
椙
原
」
狩
野
文
庫
本
奥
書
に
「
報
讐
記
次
第
」
と
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。

（
や
ま
も
と
た
か
し
／
本
学
教
授
）

6３

き
た
い
。

（
４
）
「
武


